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⑬ 心恥＄

市庁舎は5月頃に着工

工費Z億円で39年に完成

，口向市長　藤　井　満『義

さる16日、悪夢のような大火から早

く．も1ケ月。幸いみなさんからの深

いご理解とこ激励、過分のお見舞金

をいただき、どうにか今日までたち

　　一あ煙ることができました。火災当日、市に災害対策本部を設け

　　，市議会全員歯議会を開催し、罹災者の再起、市役所事務の正常

．　三帰などそρ対策に万全を期することにしましたが、市役所仮

　　庁舎建設には市内建設業者から技術者、労務者を、また木材業「

　　者からはたくきんの資材を提供されたほか、各方面からの物心

　　両三のご援助により、早速りっぱな仮庁舎を建設することがで

　　きました。

　　．　また市役所の事拳も、市職員の昼夜兼行の努力により矢体軌

　　道にのりました。

　　　一番心配いたしました類焼罹災者のみなさん方の再起につい

　　、ても、ほんとうにご満足いただける処置ができなかったにも拘

←　わりませず深いご理解をいただきまして、ほんとうにありがと

　　うございました。火災後、僅かの間にこれまで再起できまレた

　　ことも市民のみなさんをはじめ、蘭係機関、広くは県内外のみ

　　なさんのご援助、ご協力があったればこそと深く感謝いたして

　　おります。
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楚離離難轟－業
厄に遭いましたが、〆これからは5月に指定が予想され　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：憂‘
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ている新産業都市をぜひともかちとり、南九州開発の，　・i嬉
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レ
薩
ζ

えでおります。

　なお新市庁舎もく将来の工都、大日向市の姿を考え、それに

ふさわしいものを十三するための準備も進めることになりまし

た。

その鎌泓あくまで古曵のサ．ビスセン，二と譲・、季

綜合庁舎を現在の焼跡に建でたいと思います。とくに事審の合

理化に重点をおいた設計にし、規模は地下噌階、地上三階、総

工事費は2億円から2億5千万円で、大部分起債でこれにあて、

着工は本年5月頃、59年度までには完成させる予定です。

　こんご何かとご不便、ご迷惑をおかけすることが多いかと思

いますが、よろしくご協力たまわりますようお願い申しあげ、

最後に罹災者のみなさんの一日も早い再起をお祈りいたしまし

てごあいさっといたします。

（新市庁舎目溢想像図）
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9
百
万
円
に

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
他
2
1
議
案
を
原
案
可
決

晒
和
5
7
年
最
終
の
1
2
月
定

例
市
議
会
は
1
2
月
1
7
日
か

ら
2
6
日
ま
で
会
期
1
0
日
間

と
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
「
ん
ど
の
議
会
に
提
出

さ
れ
た
議
案
は
昭
和
3
7
年

度
日
向
市
一
般
会
計
歳
入

歳
出
追
加
更
正
予
算
の
ほ

か
」
日
向
市
国
民
健
康
保

険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
な
ど
2
1
議
案
と
、

昭
和
弱
年
度
日
向
市
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
な
ど

認
定
1
3
件
で
全
部
原
案
ど

お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

わ
し
い
山
道
で
あ
り
“
そ
の
た
め
日
の

平
部
落
1
8
戸
、
百
．
1
4
人
の
住
民
は
児
童

の
通
学
、
患
者
の
通
院
、
災
害
時
の
救

急
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
H
常
生
活
に
不

便
を
き
た
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
早

急
に
解
消
す
る
た
め
市
道
を
開
さ
く
す

る
こ
と
に
な
り
ま
じ
た
。

　
開
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す
る
市
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、
日
の
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磯
懸
灘
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榊
、

に
し
、
今
年
度
申
に
起
工
塩
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ず
る
こ
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と
に
な
、
っ
て
い
ま
す
。
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1
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被
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す
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円
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す
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1

千
円
を
支
給
す
る
に
改
め
ら
れ
ま
し
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〇
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に
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再建と将来の工都建設に適進

市議会議長　柏　　田

　　　　　　　　　　　　　　　　　　日向市が誕生し

　　　　　　　　　　　　　　　　第三期の議会が構

　　　　　　　　　　　　　　　　成されて4年目を
　　　　　　　　　　　　　　　　・迎え、任期満了も

　　　　　　　　　　　　　　　　　目前にせまりまし
1．　　　た。

　　　　　　議会はつねに本来の使命に立脚しみなさん

　　　　　の福祉と生活の向上を念忙しながら、当局と

　　　　　不離「体の体制のもとに厳正公平な立場を堅
1董　　持し、慎重を期レ是非を充分検討し、市民
町営三』　　の要望にこたえるよう努力してまいりました

i．．　。が奮はからずもまだ正月気分のさりやらず16

》畢1寒熱鰻灘鰯謎l

l忌1・驚講養齢三縄欝艦5毒叢

卜　鎌姦芒難毒編毒襟宅謙重

レ・浮撃券k鰻萎糠lll雛

紛織ll繍灘難
　　　　　ことにしました。商店街の方々には、市と商

　　　　　工会議所が一体となりたちあがり資金の融資
　　　　　斡旋により1日も早く再起されるよう努力す

　　　　　ることにしています。
　，ぐ　　　　これからは火災を未然に防止する方途をお

　　　　　互に考蕨実現するとともに、防火施設の拡充

ト　に効意を用いなければならないと思いま

評

す。庁舎の建設は、皆さんの厚いご激励

とご芳情にこたえ、罪ならびに自治省の

温情にすがり、連かに建設着工、竣工を

促進して皆さんのご不便を解消すること

に努め、また庁舎建設にあたっては、将

’来の新産都市指定後に予想される工業都

市に見合う庁舎を建設することが望まし

いと思われるので、議会、学識経験者の

グループで．建設委員会を組織し、市長の

諮問機関として万全を期することになり

ました。

　当市は内外ともに多事多趣のおり不慮

の災害をこうむり、忙中に忙を重ねたこ

とになりましたが、皆さんの絶大なるご
激莇とご協力を得て奮起し、市当局と議

会が一・丸となって再建と将来の工臨建設

に直進し、日向市百年の大計を樹立し南

九州開発の拠点としての計画に基づき新

産都市の指定をあくまでかちとり、これ

を基盤とした内政を確立し、大日向市の

建設と、みなさんの福利を恒久的に建設

しなければならない．と思います。火災に

際し寄せられました皆さんのご好意とご

激励に深く感謝するとともに、ご心配ご

迷惑をおかけしましたことを心からお詫
び申しあげ、罹災者の皆さまのこ再起を

お祈り申しあげまして、おわびの挨拶と

いたします。

× × × ×
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な
お
こ
れ
は
詣
年
1
月
1
日
か
ら
適

用
さ
れ
ま
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△
昭
和
タ
年
度
日
向
市
一
般
会
計
歳
入

　
歳
出
追
加
更
正
予
算
に
つ
い
て
。

　
歳
入
の
部
で
は
既
定
予
算
額
4
億
9

干
2
百
釦
万
5
千
円
に
対
し
て
、
追
加

額
は
1
千
8
百
卯
万
2
千
円
、
更
正
減

額
百
ω
万
円
で
差
引
1
千
7
百
3
9
万
2

千
円
の
純
追
加
、
ま
た
歳
出
の
部
で
も

既
定
予
算
額
4
億
9
千
2
百
釦
万
5
千

円
に
対
し
て
追
加
額
2
千
百
侶
万
7
千

円
、
更
正
減
額
4
百
9
万
5
千
円
で
、

差
引
1
千
7
百
豹
万
2
千
円
の
純
追
加

と
な
り
、
歳
入
歳
出
と
も
そ
の
予
算
規

模
は
5
億
9
百
θ
万
7
千
円
に
な
り
ま

し
た
。

　
ヒ
な
お
、
あ
年
度
日
向
市
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
と
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
は
次
頁
の
「
決
算
報
告
」
を
ご
ら
ん

く
だ
さ
い
。
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市
役
所
の
電
話
番
号
は

　
火
災
の
た
め
、
市
役
所
各
課
の
電
話

番
号
は
、
当
分
次
の
番
号
で
取
扱
っ
て

い
ま
す
の
で
、
お
間
違
い
に
な
ら
な
い
．

よ
う
ご
注
意
願
い
ま
す
。
．
三
月
一
日
か

ら
は
代
表
番
号
（
2
1
1
1
番
．
）
で
ど
．

の
課
に
も
つ
げ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
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市
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画

室
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△
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財
政
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保
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．
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職
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1
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國
4
番
1
1

税
務
、
建
設
、
議
会
、
農
林
△
2
1
1
5

番
閥
会
計
△
2
1
1
6
番
匪
車
庫
、

編
生
△
4
0
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蓮
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、
．
市
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十
六
日
の
火
災
に
よ
り
、
市
役
所
の
書
類
の
ほ
と
ん
ど
を
燐
失
い

た
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
い
ま
作
成
整
備
を
急
い
で
い
ま
す
が
、
・

当
分
の
間
、
各
課
の
事
務
取
扱
内
容
で
轟
次
の
と
お
り
一
部
変
更
し

た
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
な
お
書
類
作
成
に
当
っ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
と
ご
面

倒
を
お
か
け
し
た
り
、
ご
協
力
願
う
こ
と
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が

そ
の
節
も
よ
ろ
し
く
ご
協
力
ね
が
い
ま
す
。

市民課

戸
籍
謄
抄
本
の
必
要
な
方
は

　
　
　
早
目
に
お
申
し
書
下
さ
い

　
　
　
笏
…
市
民
課
の
窓
口
業
務
案
内
…
笏

　
　
　
　
　
一
月
十
七
日
発
行
の
本
紙
号
外
で
、

ぐ
　
　
と
り
あ
え
ず
火
災
翌
日
か
ら
の
窓
口
業

　
　
　
務
に
つ
い
て
簡
単
に
お
知
ら
せ
し
ま
し

讐
　
　
た
が
、
現
在
な
ら
び
に
今
後
の
取
扱
に

　
　
　
つ
い
て
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
　
　
　
　
「
戸
籍
謄
抄
本
の
交
付

…
確
．
　
戸
籍
は
本
庁
関
係
分
八
・
三
八
四
戸

　
　
　
籍
（
富
高
、
、
認
知
屋
、
細
島
、
塩
見
、

　
　
　
財
光
寺
地
区
分
）
は
焼
失
し
ま
し
た
の
．

峯
　
　
　
で
謄
本
抄
本
の
交
付
を
受
け
た
い
方
は

　
　
　
「
仮
戸
籍
作
製
申
出
書
（
市
民
課
に
備
付

　
　
　
用
紙
一
）
を
早
目
に
出
し
て
く
だ
さ
い

　
　
　
．
（
郎
鑑
が
必
要
）

　
　
　
、
仮
戸
籍
を
瘍
成
し
て
、
そ
の
証
明
書
を

警
．
碧
編
郎
％
礎
編
灘
騨

羅
鱗
潴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
昌

昌
が
早
く
作
ら
れ
る
の
で
、
一
両
日
中

で
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
受
付
順
に
仮
戸
籍
を
編
成
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
急
ぐ
方
は
早
目
に
申
出
書

を
出
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
な
お
、
窓
口
と
は
別
に
、
一
方
で
は

本
戸
籍
の
臣
事
の
作
業
を
進
め
て
い
る

わ
け
で
す
が
、
こ
の
本
戸
籍
が
正
式
に

再
成
さ
れ
る
ま
で
は
、
窓
口
で
は
引
戸
・

籍
の
証
明
を
交
付
し
て
い
く
わ
け
で
す

　
こ
れ
は
、
本
戸
籍
の
日
成
が
で
き
る

ま
で
当
分
の
山
続
き
ま
す
。

　
本
戸
籍
風
成
計
画
は
、
お
お
む
ね
現

況
で
は
二
年
以
内
位
で
完
了
す
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
二
、
住
民
登
録
の
謄
抄
本
交
付

　
住
民
登
録
票
焼
失
の
た
め
、
そ
の
再

成
は
、
春
の
住
民
の
移
動
の
多
い
時
期

を
ひ
か
え
て
い
る
の
で
、
ニ
ケ
月
間
を

完
成
目
標
に
し
て
作
業
を
進
め
て
い
ま
・

す
。
再
建
す
る
ま
で
は
、
謄
抄
本
に
か

わ
る
居
住
証
明
書
を
交
付
い
た
し
ま
す

　
こ
れ
ば
謄
抄
本
に
か
わ
る
効
力
が
あ

る
も
の
で
、
即
日
交
付
い
た
し
ま
す
つ

印
鑑
を
忘
れ
ず
持
参
し
て
申
請
し
て
く
．

’、

．
だ
さ
い
。

、
　
住
民
登
録
を
改
め
て
作
成
す
る
た
め

た
だ
い
ま
関
係
地
区
約
七
千
世
帯
（
地

区
は
前
記
医
籍
の
地
区
か
ら
細
島
地
区

だ
け
を
除
い
た
四
地
区
分
）
へ
住
民
登

録
調
査
票
を
お
配
り
し
て
あ
り
ま
す
が

こ
れ
は
必
ず
該
当
記
入
欄
へ
正
確
に
記

入
し
て
い
た
だ
き
、
全
世
帯
も
れ
な
く

二
月
十
五
日
ま
で
に
各
区
長
さ
ん
へ
届

け
て
く
だ
さ
い
。
係
が
各
区
長
さ
ん
宅

へ
集
め
に
参
り
ま
す
の
で
ぐ
協
力
願
い

ま
す
。
・
　
　
　
　
．

　
こ
れ
を
出
し
て
お
ら
れ
ま
せ
ん
と
、

住
民
票
が
作
成
さ
れ
ず
、
謄
抄
本
交
付

を
申
請
さ
れ
る
場
合
に
、
交
付
で
き
な

い
か
、
ま
た
は
大
変
お
そ
く
な
り
ま
す

　
三
、
印
鑑
証
明
の
交
付

　
火
災
直
前
に
印
鑑
を
登
録
さ
れ
た
方

は
印
鑑
簿
に
登
載
し
な
い
分
が
あ
り
ま

し
て
、
そ
の
分
が
焼
失
し
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
印
鑑
証
明
を
必
要
と
す

る
方
は
再
度
登
録
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
た
だ
し
、
急
い

で
登
録
さ
れ
る
必
要
は
な
く
、
印
鑑
証

明
を
必
要
と
ざ
れ
る
と
き
、
再
登
録
し

て
い
た
だ
い
て
差
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

　
四
、
転
出
入
、
食
指
配
給
関
係

　
五
、
埋
火
葬
認
許
事
務

、
を
魯
ゾ
㌔
∫
L
選
一
．
．
．
“
｛
’
．
」

，
．
覚
歯
し
蕉
翫
、

　
　
　
　
「
三
》
四
、
五
、
六
に
つ
い
て
は
平
常
事

　
　
　
　
務
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
．

　
　
　
　
．
七
、
自
動
車
鵬
時
灘
行
許
可

　
　
　
　
　
プ
．
レ
ー
ト
関
係
で
二
月
十
五
日
頃
ま

　
　
　
　
で
受
け
つ
け
で
き
な
い
の
で
、
そ
れ
衷

　
　
　
　
で
は
延
岡
市
役
所
、
．
ま
た
は
高
鍋
町
役

　
　
　
　
場
で
許
可
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
八
、
自
衛
官
募
集
事
務

　
　
　
　
平
常
ど
お
り
受
け
つ
け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
九
、
国
民
年
金
の
業
務

　
　
　
　
　
拠
出
制
国
民
．
年
の
被
保
険
者
．
台
帳
は

　
　
　
　
ほ
と
ん
ど
全
部
持
ち
出
し
保
存
さ
れ
た

　
　
　
　
の
で
、
加
入
者
の
み
な
さ
ん
の
掛
金
を

　
　
　
　
続
け
て
い
か
れ
る
こ
と
に
何
等
の
支
障

　
　
　
　
も
な
く
、
現
在
第
三
納
期
で
あ
る
一
月

　
　
　
　
ま
で
の
掛
金
を
完
納
し
て
も
ら
う
よ
う

　
　
　
　
加
入
者
へ
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
．
今
回
は
、
ご
月
中
旬
ま
で
一
月
目
納

　
　
　
　
期
限
と
し
て
検
認
し
て
お
り
ま
す
の
で
．

　
　
　
　
未
納
分
の
あ
る
方
は
至
急
納
め
て
く
だ

　
　
　
　
さ
い
。
滞
納
分
が
あ
り
ま
す
と
、
給
付

　
　
　
　
を
受
け
ら
れ
な
い
の
で
、
事
故
な
ど
あ

　
　
　
　
つ
た
場
合
、
折
角
の
年
金
が
も
ら
え
な

　
　
　
　
い
と
い
う
非
常
な
損
失
を
い
た
し
ま
す

　
　
　
　
徴
収
員
が
巡
回
し
て
い
ま
す
が
、
係
員

　
　
　
　
の
数
の
関
係
で
行
き
届
き
ま
せ
ん
。

図面を僥失いた
しました

再測量にご協力を

建設課

∴
蒸

　
市
庁
舎
火
災
の
際
、
建
設
関

係
図
面
、
書
類
の
ほ
と
ん
ど
を

焼
失
し
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん

に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

て
お
り
ま
す
。
　
響

　
と
く
に
、
折
角
み
な
さ
ん
に

ご
協
力
願
っ
て
作
成
い
た
し
ま

し
た
昭
和
3
7
年
度
施
行
予
定
の

測
量
図
面
を
焼
失
し
た
こ
と
は

本
当
に
申
し
わ
け
ご
ぎ
い
ま
せ

ん
。
一
日
も
早
く
軌
道
に
の
る

．
よ
う
県
お
よ
び
関
係
機
関
の
ご

協
力
を
得
て
着
々
書
類
の
整
備

を
進
め
で
お
り
ま
．
す
。

　
　
平
行
し
て
本
年
計
画
未
満
諸
分
の
再

　
測
量
も
近
日
中
に
実
施
す
る
こ
と
に
な

　
り
、
」
関
係
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、
何
か

　
と
ご
苦
労
願
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
が
係

．
員
が
お
う
か
が
い
い
た
し
ま
し
た
ら
前

回
同
様
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

　
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
　
な
お
現
在
施
行
申
の
も
の
、
．
な
ら
び

　
に
本
年
施
行
ず
み
事
業
の
関
係
書
類
完

　
備
の
た
め
、
み
な
さ
ん
の
お
手
数
を
わ

ず
ら
わ
す
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の

　
で
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
よ
ろ
し
く

　
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ノ

、

　
こ
の
露
な
る
べ
く
市
民
課
、
そ
の
他

薦
支
所
、
出
張
所
で
自
主
的
に
納
め
て
吻

く
だ
さ
い
。
　
．
．
　
　
噂
　
＼

　
で
き
ま
す
な
ら
三
月
分
ま
で
三
十
七

年
度
分
を
済
ま
ル
て
い
北
だ
き
ま
す
よ

う
お
．
願
い
し
ま
す
。

◎
福
祉
年
金
（
無
拠
出
制
）
関
係
は
全

書
類
焼
失
の
た
め
、
現
在
県
年
金
課
に

係
員
が
出
張
し
て
再
成
し
て
い
ま
す
。

老
令
年
金
、
そ
の
他
の
福
祉
年
金
の
取

扱
い
は
二
月
中
旬
か
ら
正
常
取
接
い
ま

す
の
で
、
裁
定
請
求
は
い
ま
し
ば
ら
く

待
っ
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
・

　
す
で
に
受
給
権
者
と
し
て
裁
定
を
受

け
、
年
金
証
書
を
も
っ
て
い
る
方
は
問

題
な
く
五
月
に
郵
便
局
で
以
前
ど
お
り

支
払
い
ま
す
か
ら
全
然
心
配
は
い
り
ま

せ．

�
ﾌ
で
申
し
そ
え
て
お
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
ロ

　
戸
籍
届
書
の
再
届
出
を
　
　
　
覧

　
出
生
、
死
亡
、
婚
姻
、
離
婚
、
入
籍

転
籍
等
の
届
書
を
、
昭
和
三
十
八
年
一

月
一
日
か
ら
一
月
十
五
日
ま
で
の
間
に

市
民
課
へ
提
出
さ
れ
た
方
は
、
こ
の
届

’
書
が
焼
失
し
ま
し
た
の
で
以
上
の
期
間

内
に
届
出
た
方
は
、
お
手
数
で
す
が
再

届
出
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
戸
籍
届
は
大
事
な
こ
と
が
ら
で
す
か
．

ら
、
な
る
べ
く
早
目
に
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。
届
先
の
市
民
課
の
あ
る
場
所
は

焼
け
残
っ
た
．
市
議
場
の
建
物
で
す
。

．1

噛

　　　央災後の各課からのお知ら

　　忍目黎ウ価搬所からの一般

　，織せなど次ページに
麟縦さ脚評して器財
棄・婆讐臓ってください

．

ノ

’’
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区臨残し糺よう　　1
　　いろんな点で損をします

　現在、日向市に住んでおられる方で、区に

加入していない方は、いますぐ隣保班を通じ

て加入されるようお願いいたします。

　区に加入していませんと思わぬ災難にあっ

たり、その他住民としての権利義務に対する

いろいろな申告、または要求に重大な支障が

生ずるばかりでなく、市やその他から重要な

文書、お知らせがあってもまったくといって

よいほど周知がなされません。そのためいろ

んな面で損をすることになります。　　　り

　およそ人間としてその住所を明らかにする

ことは共存社会に対する義務であるともいえ

ましょう。また住所は権利、義務主張の重大

な要素でもあります。

　以前から日向市内に住んでいたが区に加入

していない人、また最近日’向市内に転入して
来て、まだ加入の手続毒していない人は、あ

なたの住んでいる区の区長さんのところで、

すぐ加入手続を行なってください。

　すでに加入されたのち、他の区に転居され「
た方も同様、その現在の区に変更の手続をさ

れるようあわせてお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　（区長連合会）

【
ゾ
ヤ
・
・
雛
↓
．
・
　
　
　
㌧
．
詮
『
　
頑

　
　
　
　
　
　
¢
9
咤
ざ
≠
．
き
’

で
修
桑
年
三
は
一
ケ
年
）
乏
エ
年
研
修

生
（
技
術
署
養
成
で
修
業
年
隈
な
ニ
ケ

年
）
で
す
。
受
験
資
格
は
一
年
研
修
生

が
申
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ
る
者
、

ニ
ケ
年
研
修
生
が
高
校
卒
業
程
度
の
学

力
が
あ
る
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
願
書
の
受
付
は
二
月
一
日
か
ら
三
月

十
日
ま
で
。
受
験
日
は
三
月
二
十
二
日

置
金
曜
）
で
す
。
受
験
料
は
無
料
で
、

試
験
は
、
数
学
、
生
物
理
科
な
ど
簡
単

な
筆
記
試
験
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
い
ま
果
樹
栽
培
を
行
な
っ
て
お
ら
れ
．

る
方
、
ま
た
こ
れ
か
ら
果
樹
栽
培
を
や

っ
て
み
よ
う
と
思
わ
れ
る
方
で
、
受
験

ご
希
望
の
方
は
市
農
林
課
ま
で
お
申
し

こ
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
受
験
手
続
、
修
業
科
目
な
ど
く

わ
し
い
こ
と
は
、
そ
の
都
度
係
で
ご
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆

明
い
た
し
ま
す
。

　　｛

　　λ

「．鰯

轍
灘
ザ
舞
難
響

いますて
は
険
家
庭
の
被
保
険
明
証
を
．

コ
簿
姻
踏
跡
礁

度
へ
で
、
保
険
課
で
は
、
い

鴨
課
ま
そ
の
整
理
の
た
め
各

被保険者証をあつめ
「お手もとの保曝者｢

「
受
診
証
明
書
」
と
引

換
え
に
あ
つ
め
て
い
ま

す
。　
集
め
方
は
、
係
員
が

各
戸
を
ま
わ
り
ま
た
各

区
の
区
長
さ
ん
の
お
骨

折
り
を
い
た
だ
い
て
集

め
て
い
ま
す
が
、
各
区

か
ら
送
ら
れ
て
く
る
も

の
の
中
に
は
、
ま
だ
相

当
に
も
れ
が
あ
り
ま
す

．
も
し
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
で
い
ま
ま
で
被
保
険
者
証

の
と
り
あ
つ
め
を
受
け
て
い
な
い
方
は

お
手
数
で
し
ょ
う
が
自
分
で
市
役
所
保

険
課
、
ま
た
は
最
寄
り
の
支
所
、
出
張

所
な
ど
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
そ
の
と
き
同
時
に
三
十
七
年

度
保
険
税
の
後
期
の
令
書
を
ご
提
出
ね

が
い
ま
す
。

　
昭
和
三
十
八
年
度
の
新
し
い
被
保
険

者
証
は
、
い
ま
と
り
あ
つ
め
を
行
な
っ

て
い
ま
す
昭
和
三
十
七
年
度
の
被
保
険

者
証
を
も
と
に
し
て
発
行
し
ま
す
の
で

と
り
あ
つ
め
に
も
れ
ま
す
と
、
，
三
十
八

年
度
の
被
保
険
者
証
が
届
か
な
い
場
合
．

な
ど
も
生
じ
ま
す
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も

ご
注
意
ね
が
い
ま
す
。

・
圃
ピ
翫
㌔
㌧
　
熱
量
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、
押

γ
－

1・：

　
市
巡
回
映
画
日
程

　
教
育
委
員
会
が
二
月
分
の
巡
回
映
画

を
次
の
日
程
で
行
な
い
ま
す
。
時
間
は

午
後
七
時
か
ら
。
上
映
フ
イ
ル
ム
は

「
尾
張
り
の
あ
ば
れ
獅
子
」
と
，
「
ブ
ラ

ジ
ル
を
行
く
」
の
2
本
で
す
。

　
十
一
日
（
落
鹿
）
、
十
二
日
（
田
の
．

原
）
、
十
三
日
（
高
松
）
、
十
四
日

（
宮
の
下
）
十
五
日
（
永
田
）
、
十
八

日
（
奥
野
）
、
十
九
日
（
中
村
）
、
二

十
日
（
権
現
原
）
、
二
十
一
日
（
広
見
）

二
十
二
日
（
西
川
内
）
、
二
十
五
日

（
本
谷
）
、
二
十
六
日
（
亀
崎
）
二
十

七
日
（
二
手
）
、
二
十
八
日
置
梶
木
）

墨
支
払
い
関
係
が
遅
れ
、

り
ま
せ
ん
。

と
と
も
に
書
類
整
備
を
急
い
で
い
ま
す

の
で
、
二
月
中
頃
か
ら
支
払
い
を
は
じ

め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
何
か
と
ご

迷
惑
で
し
ょ
う
が
、
‘
よ
ろ
し
く
ご
理
解

願
い
ま
す
。
　
　
　
、

公
盆
質
屋
に
電
話
が
つ
き
ま
し
た

　
日
向
警
察
署
横
の
市
公
益
質
屋
に
電

話
が
つ
き
ま
し
た
。
番
号
は
、
3
2
0

4
番
で
す
。
い
ま
ま
で
は
何
か
と
不
便

．
を
お
か
け
て
い
ま
ヤ
た
が
せ
い
ぜ
い
ひ

利
用
く
だ
さ
い
。
「
営
業
特
間
は
午
前
1
0

時
半
か
ら
午
後
7
時
半
ま
で
で
す
。

ド
て
㍗

薄

塩
一
般
支
払
は
二
月

　
　
　
．
中
頃
か
ら
協

　
ζ
ん
ど
の
火
災
に
よ
り
一
般

　
　
　
　
　
誠
に
申
し
訳
あ

　
　
現
在
各
課
の
庶
務
担
当
者

笏
薬
品
は
衛
生
課
で
あ
っ
せ
ん

鋤
簾
　
繋

　
馬
ミ

　
　
　
　
ひ
と
つ
が
い
の
ネ
ズ
ミ
は
一

ズ
　
　
　
年
間
の
内
に
九
千
四
百
匹
に
ふ

ネ
　
　
　
え
る
と
い
わ
れ
一
匹
の
も
た
ら

　
　
　
す
一
年
間
の
被
害
は
約
三
千
円

　
　
　
に
も
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

例
年
ど
お
り
ネ
ズ
ミ
一
匹
に
対
し
て
、

テ
レ
ビ
、
電
気
釜
、
電
気
ポ
ッ
ト
な
ど

船
価
賞
品
の
当
る
宝
く
じ
を
さ
し
あ
げ

ま
す
。
ま
た
薬
品
一
個
お
買
上
げ
に
つ

い
て
も
同
様
な
賞
品
の
当
る
宝
く
じ
を

差
上
げ
ま
す
。

　
こ
と
し
も
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
な
お
薬
品
（
タ
リ
ユ
ウ

ム
団
子
、
願
粒
ド
ラ
）
は
衛
生
課
で
あ

っ
せ
ん
し
ま
す
の
で
、
各
区
の
区
長
さ

ん
、
班
長
さ
ん
は
部
落
の
購
入
希
望
者

を
と
り
ま
と
め
、
早
目
に
衛
生
課
の
方

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
・
薬
品
の
お

ね
だ
ん
は
一
個
当
り
三
〇
円
で
す
。
一

戸
に
二
袋
程
度
あ
れ
ば
充
分
退
治
す
る

　
　
　
　
　
．
．
寒
ぐ

　
　
　
　
　
ド
．
．
マ

～
、
．
ζ
．
蓄
、
、
．
♂
き
陵
爆
薬
．

’

灘鵬
照

な駆壷
．
’

＝覧《沖
∵

響1琴

囑

二三騨鷲
顕露ゆうが

灘
ぎ

罫
．
「

罵
壁
・
ジ

f

、．，竃

←窪蒙　
毒

1
鍵

タ
　
｝

羅
災
者
の
救
援
資
金
に
、
ま
た
災
害
復
旧
の
閾
部
費
金
に

こ
と
が
で
き
ま
す
。
薬
品
は
代
金
と
引

換
え
に
お
渡
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
ま
す
。

へ
　
◎
水
稲
、
麦
、
家
畜
等
共
済
掛
金

ん
未
納
の
方
は
早
目
に
市
農
林
課
か

さ
最
寄
り
の
支
所
、
出
張
所
に
納
入

な
し
て
く
だ
さ
い
。

．
み
　
納
期
を
す
ぎ
ま
す
と
、
百
円
に

の
つ
い
て
日
歩
三
銭
の
延
滞
金
が
加

寝…

Z
さ
れ
ま
す
し
、
共
済
金
の
支
払

旨
い
も
で
き
ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ
不

利
な
点
が
で
て
ぎ
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

0
農
家
の
み
な
さ
ん
、
備
え
あ
れ
ば
う

れ
い
な
し
で
す
。
建
物
火
災
共
済
に
加

入
し
ま
し
ょ
う
。
共
済
金
十
万
円
に
対

し
て
、
掛
金
は
わ
ず
か
二
百
円
で
す
。

　
共
済
金
は
一
棟
五
十
万
円
（
掛
金
千

円
）
が
限
度
で
す
。
　
．

加
入
ご
希
望
の
方
は
市
農
林
課
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
果
樹
技
術
研
修
生
を
募
集

　
県
で
は
、
い
ま
3
8
年
度
果
樹
技
術
研

修
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
募
集
し
て

い
み
め
は
ギ
年
研
修
生
（
自
営
者
養
成
「

．
舞
　
　
」
　
　
　
、
・
’

　
　
へ
さ
　
　
　

．
誤
＼
安
景
－
紅
マ
ジ

轟
入
所
児
を
受
け
つ
け
中

　
　
　
　
市
内
四
つ
の
保
育
所
で

　
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
を
お
も

ち
の
方
で
、
両
親
が
働
き
に
で
た
り
、

．
ま
た
片
親
の
た
め
に
、
そ
の
子
の
面
倒
．

が
充
分
み
ら
れ
な
い
方
は
、
市
内
に
あ

」
る
次
の
四
つ
の
保
育
所
で
入
所
児
の
受

け
つ
け
を
始
め
ま
し
た
の
で
、
市
福
祉

事
務
所
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
．

　
受
け
つ
け
期
間
は
二
月
末
日
ま
で
で

す
。
受
け
つ
け
た
う
え
、
調
査
損
が
入

所
該
当
児
で
あ
る
か
ど
う
か
調
査
を
し

て
、
四
月
か
ら
入
所
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

△
上
町
保
育
所
（
市
立
）
1
1
定
員
ω
各
．

△
細
島
保
育
所
（
市
立
）
1
1
定
貝
％
名

△
正
念
寺
保
育
園
（
私
立
）
1
1
定
員
ω

　
名
△
美
々
津
保
育
園
（
私
立
）
1
1
定
員
ω

　
名

　
　
　
メ
　．
繋
　
轟
欝
撫
繋
鍵
響
叢
叢
室
影
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
烹
ン
・

さ
る
蛉
日
未
明
、
不
慮
の
出
火
に
よ
り
ま
し
て
、
市
役
所
庁
舎
の
大
部
分

を
焼
失
し
、
さ
ら
に
近
隣
住
宅
、
商
店
ま
で
類
を
お
よ
ぼ
し
、
七
十
二
世

帯
、
一
六
三
人
の
方
々
が
そ
の
災
厄
を
被
ら
れ
た
こ
と
は
誠
に
申
し
訳
な

く
、
深
く
お
わ
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
早
速
対
策
本
部
を
設
け
、
各
罹
災
者
に
で
き
得
る
限
り
の
救
護
措
置
を

講
ず
る
と
と
も
に
、
災
害
の
復
旧
に
全
力
を
傾
け
て
お
り
ま
す
が
、
各
位

に
は
公
私
と
も
に
ご
繁
忙
の
申
に
も
か
か
り
ま
せ
ず
、
早
々
ご
鄭
重
な
お

見
舞
、
ま
た
過
分
の
金
品
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
有
難
く
た
だ
感
謝
の
ほ
か

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
こ
の
貴
重
な
金
品
は
ご
意
志
に
そ
う
よ
う
罹
災
者
対
策
、
災
害
復
旧
、

な
ら
び
に
新
庁
舎
建
設
資
金
の
一
部
に
あ
て
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
ご
承
知
の
と
お
り
、
日
向
市
は
新
産
業
都
市
指
定
を
目
前
に
ひ
か
え
、

将
来
南
九
州
開
発
の
拠
点
と
な
る
べ
き
使
命
も
あ
り
、
こ
の
際
日
向
市
百

年
の
大
計
に
誤
り
な
き
よ
う
、
早
速
こ
ん
ご
の
計
画
を
た
て
、
全
市
民
一

丸
と
な
っ
て
こ
れ
を
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
存
じ
ま
す
。
な
に
と

ぞ
こ
の
う
え
も
よ
ろ
し
く
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
切
に
お
鼠
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

　
幸
い
市
役
所
の
業
務
も
各
方
面
の
ご
協
力
に
よ
り
残
存
建
物
、
倉
庫
な

ど
を
改
造
し
て
、
、
一
応
執
務
態
整
も
と
と
の
え
ま
し
た
が
、
書
類
も
ほ
と

ん
ど
失
い
ま
し
た
の
で
、
こ
ん
ご
何
か
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
ば
な
は
だ
失
礼
な
が
ら
と
り
あ
え
ず
書
面
を
も
つ
て
お
礼
申
し
あ
げ
ま

す
。　
　
昭
和
三
十
八
年
二
月

，

蚤

日
　
向
市
　
長

市
議
会
議
長

柏藤

、ノ田井

　満

勝義

　
　
　
た

　
宮
崎
銀
行
“
三
万
円
、
間
組
日
向
杉
安

　
出
張
所
長
島
津
静
雄
“
三
万
円
、
橘
百

　
貨
店
社
長
後
藤
良
則
H
五
万
円
、
相
川

　
導
通
腿
一
万
円
、
宮
崎
県
市
長
会
1
1
十

・
万
円
、
松
田
伝
聴
一
万
円
、
高
鍋
町
1
1

　
一
万
円
、
椎
葉
村
長
岡
田
基
一
、
u
一
万

　
円
、
宮
崎
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
－

　
会
1
1
一
万
円
、
久
保
田
水
道
瓦
斯
工
業

　
株
式
会
社
“
五
万
円
、
千
代
反
田
泉
1
1

　
一
万
円
、
服
部
薩
夫
・
（
財
光
寺
）
．
1
1
二

　
千
円
、
寺
崎
県
消
防
協
会
西
臼
杵
支
部

　
1
1
二
千
円
、
片
桐
利
男
匹
千
円
、
第
一

　
建
材
一
め
瀬
晃
1
1
五
千
円
、
上
野
対
消

　
防
団
1
1
千
円
塔
三
役
1
1
五
万
円
、
壱
岐

　
勇
（
塩
見
）
“
千
円
、
富
島
農
協
職
員

　
協
議
会
1
1
三
干
円
、
、
野
口
兵
二
郎
（
大

　
阪
嶋
工
業
k
K
内
）
1
1
千
円
、
県
内
市

　
議
会
議
長
順
々
長
西
川
貫
一
“
二
万
円

　
鹿
児
島
銀
行
睡
二
万
円
、
夕
刊
日
向
新

　
聞
社
長
坂
本
博
1
1
五
千
円
、
夕
刊
日
向

　
新
聞
社
社
員
互
助
会
一
同
1
1
千
円
、
株

　
式
会
社
九
州
木
産
社
1
1
一
万
円
、
株
式

　
会
社
九
州
木
産
社
従
業
員
一
同
”
一
万

　
千
五
百
円
、
日
向
市
区
長
連
合
会
臥
一

．
・
万
円
、
村
田
富
子
（
罹
災
者
）
見
舞
金

　
返
上
磁
二
万
五
千
円
｝
佐
々
木
ヨ
イ
ー
1

　
五
千
円
、
県
立
延
岡
病
院
u
二
千
円
、

　
県
立
日
向
工
業
高
校
古
市
一
1
1
三
千
円

　
延
岡
市
議
会
議
員
一
等
“
一
万
八
千
円

　
宮
崎
相
互
銀
行
1
1
二
万
円
、
佐
伯
ロ
4

　
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
木
原
義
夫
1
1
二
千
円
、
．

三
崎
口
町
村
会
1
1
一
万
円
、
梅
原
銀
一

1
1
一
万
円
（
県
北
市
町
村
議
長
会
1
1
五
、

万
円
、
延
岡
市
長
折
小
野
良
一
陀
十
万

円
、
東
臼
杵
郡
町
村
会
、
議
長
卍
巴
十

万
円
、
郡
司
要
覧
五
百
円
、
長
曾
我
部

長
男
（
西
川
内
区
長
）
千
円
、
「
宮
の
下

野
1
1
千
円
、
小
川
弁
治
旺
二
千
円
、
美

々
津
漁
業
協
同
組
合
1
1
二
万
円
、
美
々

津
第
二
漁
業
生
産
組
合
一
1
一
万
円
、
美

々
津
第
三
漁
業
生
産
紐
合
“
一
万
円
、

橋
口
甚
六
（
美
々
津
石
並
）
『
五
百
円

唐
瀬
原
中
学
校
生
徒
会
J
D
C
“
二
千

円
、
・
市
職
員
一
女
性
1
1
千
円
、
都
城
市

第
名
普
通
科
連
隊
第
3
中
隊
一
同
一
－
二

千
円
有
限
会
社
橋
本
商
会
“
三
干
裂
、

日
向
米
穀
卸
商
業
協
同
言
合
“
五
万
円

日
向
地
区
打
球
組
合
1
1
二
万
円
、
本
郷

区
長
会
1
1
二
千
円
、
日
向
土
木
事
務
所

職
員
一
同
1
1
七
千
円
、
椎
葉
村
役
場
職

員
組
合
一
同
」
三
千
円
、
門
川
町
¶
五

万
円
、
河
野
昭
一
「
（
原
町
）
1
1
千
円
、

日
向
助
産
婦
会
一
1
三
千
円
、
、
別
府
金
物

店
（
下
原
町
）
1
1
千
円
、
財
光
寺
校
区

婦
人
会
ル
三
千
円
、
岐
阜
県
多
治
見
梅

林
製
陶
K
K
内
黒
木
1
1
千
円
、
直
野
喜

義
（
東
郷
村
）
“
五
百
円
、
愛
知
県
瀬

戸
市
中
島
隠
子
K
K
松
葉
蟹
外
一
同
1
1

千
二
十
一
円
、
都
城
陸
上
自
衛
隊
日
向
．

出
身
業
務
隊
上
原
大
外
七
名
1
1
二
千
八

－
百
円
、
都
城
陸
上
自
衛
隊
門
川
出
身
児

玉
政
一
郎
外
三
名
1
1
千
円
、
延
岡
市
医

師
会
婦
人
会
駆
三
千
円
、
延
岡
市
打
球

業
組
合
1
1
二
万
円
、
門
川
町
一
公
務
員

u
五
百
七
十
円
、
株
式
会
社
木
脇
建
設

社
長
木
脇
博
保
“
二
万
円
、
椎
葉
村
商

工
会
長
鏡
川
藤
吉
1
1
二
万
二
千
五
百
円

日
肉
市
三
師
会
龍
三
万
二
千
円
、
い
福
岡
．

相
互
銀
行
延
岡
支
店
長
荻
原
臣
事
1
1
．
一

万
円
、
安
全
協
会
日
向
支
部
睡
互
＋
円

細
励
親
交
会
薩
二
千
円
、
原
田
栄
（
東
」

郷
村
出
蕉
）
賢
二
百
円
、
．
福
岡
県
藤
枝
、

．一

走
{
店
四
浜
崎
平
八
郎
罰
千
円
、
矢

野
家
閥
（
宮
崎
市
末
広
町
）
¶
千
円
、
唱

都
城
市
社
会
福
祉
島
議
会
1
1
三
千
三
百

’噛
舟
㌧

　
　
：
！
’
こ
嘉

誌
犠

　　
@　一

A

円
、
宮
崎
景
市
町
村
職
員
共
済
組
合
嚇
・

　
一
万
円
、
西
窪
貯
蓄
粗
合
小
田
ス
ミ
龍

三
百
二
十
円
、
田
圃
君
子
（
櫛
の
山
）

1
1
五
百
円
、
梶
木
区
民
1
1
三
千
三
百
九

幽
十
五
円
、
日
向
市
傷
い
軍
人
会
1
1
三
千

沼
、
日
向
市
婦
人
連
絡
協
議
会
1
1
七
万

千
五
百
六
十
二
円
、
富
島
農
協
臨
十
万

円
、
東
郷
小
学
校
児
童
職
員
一
同
¶
五

千
四
十
五
円
、
本
谷
区
長
児
玉
弘
1
1
千

円
、
三
股
病
院
職
員
一
同
隔
五
千
二
十

円
、
宮
崎
交
通
株
式
会
社
“
四
万
円
、

官
物
日
日
新
聞
社
従
業
員
一
同
1
1
一
万

円
、
宮
ぼ
日
日
新
聞
社
県
下
販
売
店
“

三
千
円
、
木
下
サ
ー
カ
ス
社
長
1
1
一
万

円
、
宮
崎
銀
行
1
1
一
万
円
、
鹿
児
島
銀

行
1
1
一
．
万
円
、
宮
崎
山
形
屋
1
1
一
万
円

宮
崎
放
送
1
1
一
万
円
、
九
電
宮
崎
支
店

　
一
万
円
、
高
千
穂
相
互
銀
行
1
1
一
万
円

宮
崎
観
光
ホ
テ
ル
ー
1
五
千
円
、
第
一
生

命
宮
崎
支
社
従
業
員
一
同
1
1
五
千
円
、

平
賀
ミ
サ
子
一
1
三
百
十
二
円
、
丸
正
精

肉
店
懸
千
五
百
円
、
丸
正
精
肉
店
従
業

・
員
一
同
1
1
五
百
円
、
自
衛
隊
宮
崎
地
方

連
絡
部
員
一
同
H
二
千
七
百
円
、
回
信
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
擦

用
保
証
協
会
事
務
局
1
1
三
千
円
、
日
向
、
馳
．

工
業
高
校
職
員
一
同
H
五
千
円
、
宮
崎
　
，
，
瞬

県
医
師
会
皿
三
千
円
、
宮
綺
県
民
謡
言

悶
千
円
、
日
向
青
年
会
議
所
1
1
一
万
円
　
濱
舗

宮
崎
青
年
会
議
所
隅
五
千
円
、
延
岡
青
．

年
会
議
所
“
五
千
円
、
日
南
青
年
会
議
重

所
ー
ー
五
千
円
、
高
鍋
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

第
一
団
1
1
千
三
十
六
円
、
朝
日
生
命
宮
・

崎
支
社
従
業
員
一
同
睡
五
千
円
、
宮
崎
．

吉
村
薬
品
株
式
会
社
一
1
二
干
円
、
富
島

，
高
等
学
校
1
1
一
万
円
、
梅
川
、
西
門
川
、

岩
脇
、
美
々
津
、
本
郷
、
三
一
、
南
郷

西
郷
、
北
郷
、
諸
塚
各
農
業
協
伺
組
合

一
1
二
万
円
、
幸
脇
漁
業
協
周
組
合
軍
団
・

万
円
、
幸
脇
生
産
想
合
舗
一
万
円
、
遠

見
生
産
組
合
1
1
一
万
円
、
．
層
日
向
カ
ト
リ

　
　
　
　
　
へ
　

　
ツ
ク
幼
稚
三
々
七
二
口
清
腫
三
千
円
、

西
郷
村
皿
一
．
万
円
、
坂
本
小
学
校
長
浜

砂
義
利
割
千
母
員
向
・
ー
タ
リ
ー
ク

．
ラ
ブ
十
万
円
掛
子
島
高
校
腫
三
千
円
、
　
再

幽．

」
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延
岡
社
会
福
祉
協
議
会
1
1
一
万
円
、
日

本
生
命
日
向
支
部
職
員
一
同
旺
五
千
十

八
円
、
生
長
の
家
日
向
白
鳩
会
“
五
千

円
、
生
長
の
家
白
町
会
宮
崎
県
連
合
会

1
1
五
千
円
、
日
向
地
域
生
活
協
同
組
合

従
業
員
一
同
1
1
二
千
円
、
富
島
高
校
定

時
制
山
田
秋
子
1
1
千
円
本
谷
婦
人
会
1
1

三
千
円
、
日
本
キ
リ
ス
ト
富
高
教
会
1
1

二
千
円
、
門
川
町
古
川
子
供
会
目
二
千

五
百
円
、
高
城
町
立
有
水
中
学
校
三
年

永
和
グ
ル
ー
プ
ー
1
百
円
、
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
日
向
第
一
団
脚
高
シ
シ
班
隠
三
百

円
、
生
長
の
家
延
岡
支
部
白
乾
婦
人
会

1
1
五
干
円
、
草
場
本
門
仏
孟
宗
本
源
寺

婦
人
会
一
同
1
1
五
百
円
、
草
場
本
源
寺

婦
人
会
一
同
1
1
五
百
円
、
細
沢
貞
治

（
南
町
）
聾
千
円
、
門
川
町
婦
人
連
絡

協
議
会
1
1
千
円
、
南
郷
中
学
校
一
年
C

組
一
同
1
1
五
百
三
円
、
西
郷
村
生
徒
職

員
一
同
n
一
万
二
千
五
百
四
十
七
円
ボ

ー
イ
ス
カ
ウ
ト
宮
崎
ト
ヨ
ダ
K
K
内
小

戸
隊
、
江
平
隊
、
橘
隊
一
六
千
二
百
五

十
円
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
日
南
第
二
団

1
1
千
百
九
＋
円
、

讐
螺
難
嶽
饗

・

’

金
庫
捕
一
万
円
夕
刊
ボ
ケ
ツ
ト
新
聞
社

1
1
一
万
円
、
協
同
組
合
延
岡
専
門
店
会

1
1
二
万
円
、
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
一
同

一
1
二
千
円
、
山
海
社
疋
田
清
1
1
一
万
円

北
川
村
松
葉
小
学
校
長
長
渡
虎
雄
H
千

円
宮
崎
市
矢
野
て
る
外
1
5
名
（
日
赤
県

支
部
）
一
1
千
六
百
円
、
富
盛
幼
稚
園
豚
千

二
百
五
円
、
富
田
次
雄
1
1
二
百
円
、
北

浦
村
社
会
福
祉
協
議
会
1
1
三
万
八
千
百

九
十
円
門
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
1
1
五

万
七
千
七
十
二
円
、
市
役
所
課
長
親
交

会
1
1
六
千
円
、
日
向
工
業
高
校
生
徒
会

一
1
三
千
六
百
二
十
八
円

慧
難
懸
簾

F

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
評

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
裂
ノ
ま
　
　
ゼ
ぎ
ひ
盛
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
勝
手
な
が
ら
商
品
名
は
略
さ
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た
だ
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西
松
建
設
K
K
、
日
向
製
錬
所
、
鶴
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陶
器
店
、
建
和
会
、
日
向
地
区
建
設
業
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組
合
、
旭
化
成
工
業
株
式
会
社
、
九
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
力
株
式
会
社
、
協
立
木
材
K
K
、
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
区
民
一
同
、
東
郷
村
長
黒
木
松
美
、

隅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
郷
農
協
、
堺
薬
品
K
K
、
千
代
田
病

騨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
院
、
鉄
点
前
、
日
向
運
輸
、
磯
崎
陶
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
店
、
堀
江
、
三
谷
、
日
向
電
報
電
話
局
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日
向
市
商
店
会
、
延
岡
税
務
署
長
、
酉

　
　
　
　
日
向
市
議
会
議
員
一
同
H
十
四
万
円
、
　
　
　
都
市
長
落
合
武
男
、
第
一
生
命
宮
崎
支

　
　
　
　
藤
高
駅
職
員
一
同
1
一
三
千
五
百
円
、
富
　
　
　
社
、
岩
脇
農
協
、
日
向
公
共
職
業
安
定

　　
　
　
　
　
島
中
学
校
生
徒
会
随
一
万
四
千
百
三
十
　
　
所
、
九
州
電
気
工
事
株
式
会
社
、
セ
ン

　
　
　
　
一
円
、
富
島
高
校
生
徒
会
目
七
千
円
、
　
　
　
タ
i
電
気
K
K
日
向
支
店
、
上
町
通
り

　
　
　
　
相
川
勝
六
1
1
四
万
円
、
日
向
地
区
労
働
　
　
商
店
会
、
日
通
細
島
支
店
、
志
田
組
、

　
　
　
　
組
合
1
1
二
万
二
千
五
百
七
十
二
円
、
日
　
　
宮
崎
マ
ツ
ダ
、
一
政
洋
服
店
、
森
迫
幹

　
　
　
　
向
市
信
用
組
合
1
1
五
千
円
、
片
島
港
“
　
　
夫
、
宮
崎
野
臥
社
、
金
剛
株
式
会
社
、
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ｶ
帰
　
五
万
円
、
日
向
キ
リ
ス
ト
教
会
一
五
万
　
　
　
富
島
漁
協
、
ラ
イ
オ
ン
堂
、
橘
百
貨
店

　
　
鱒

　
　
　
　
七
千
百
円
、
日
向
キ
リ
ス
ト
教
会
婦
人
　
　
　
県
中
央
会
、
県
信
連
、
県
経
済
連
、
県

篇
購
講
慰
籍
霧
欝
舗
灘
騨
耀

町
　
　
　
　
所
旺
千
円
、
松
木
貞
治
、
荻
原
光
治
匹
　

統
計
調
査
事
務
所
、
黒
田
謄
写
堂
、
柏

　
　
　
　
一
万
五
千
円
、
田
中
金
助
腫
二
万
円
、
　
　
　
日
米
保
、
黒
木
印
刷
所
、
日
向
た
ば
こ

∵
　
伽
　
　
真
鍋
産
業
建
設
部
皿
五
千
円
、
日
の
丸
　
　
販
売
組
合
、
三
和
コ
ン
フ
リ
ー
ト
工
業

　
　
　
　
興
業
従
業
員
一
同
睡
千
円
、
延
岡
信
用
　
　
　
K
K
、
東
郷
村
議
会
、
杉
杓
商
事
、
西
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陵
讃
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三
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、
野
ぎ
嘉
蕃
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’

　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
．
　
．
　
β
冒
　
　
　
　
　
　
・
：
　
　
　
　
　
’
窒
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、

都
市
役
所
職
員
組
合
、
西
都
市
議
会
、
細

島
開
発
事
務
所
、
住
友
金
属
、
甲
斐
信
夫

柏
田
プ
ロ
ツ
ク
、
玉
高
電
気
、
日
向
塗

装
西
森
政
次
、
平
和
セ
メ
ン
ト
工
業
所

小
野
弘
、
マ
グ
ナ
工
業
K
K
延
岡
出
張

所
、
塩
見
橋
旅
館
、
延
岡
印
店
、
大
安
産

業
工
業
K
K
、
ゼ
ン
ス
コ
ン
ク
リ
ー
ト

工
業
K
K
、
宮
崎
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式

会
社
、
大
山
商
会
、
小
松
製
作
所
宮
崎

出
張
所
、
宮
崎
地
方
法
務
局
長
、
横
万

日
向
支
店
、
市
農
業
委
員
会
、
財
光
寺

土
地
改
良
区
、
旭
鉄
工
所
、
日
向
郵
便

局
長
、
桑
原
啓
輔
、
安
藤
仁
」
郎
、
延

岡
ダ
イ
ハ
ツ
、
仲
田
鉄
工
、
日
向
石
油

組
合
、
若
竹
酒
店
、
，
宮
崎
プ
リ
ン
ス
自

動
車
株
式
会
社
、
日
向
市
木
工
組
合
、
湯

地
木
工
所
、
八
光
産
業
、
林
水
道
、
日

向
地
区
道
路
愛
護
協
会
、
鹿
児
島
銀
行

富
島
支
店
、
日
東
工
業
、
親
和
工
業
株

式
会
社
、
県
職
業
安
定
課
長
、
日
向
市

信
用
組
合
、
浜
崎
信
太
郎
、
宮
崎
建
設

開
発
株
式
会
社
、
江
川
栄
助
、
河
野
義

英
、
日
本
畜
産
株
式
会
社
、
西
田
美
穂

子
、
協
和
病
院
、
日
高
英
二
、
高
山
一

梅
林
建
設
K
K
、
県
信
用
保
証
協
会
、

日
新
工
業
K
K
、
市
婦
人
連
絡
協
議
会

塩
見
小
学
校
P
T
A
、
延
岡
ミ
ノ
や
陶

器
店
、
吉
村
薬
品
K
K
、
横
万
商
店
、

日
向
合
同
電
設
有
限
K
K
、
三
晃
金
属

工
業
大
分
支
店
、
門
川
町
土
木
課
、
株

式
会
社
森
定
雄
商
店
、
富
士
三
機
鋼
管

K
K
福
岡
営
業
所
、
旭
化
成
協
力
工
業

協
同
組
合
、
第
一
建
材
一
の
瀬
晃
、
県

知
事
黒
木
博
、
日
の
出
水
道
株
式
会
社

三
菱
石
油
福
岡
営
業
所
、
日
高
安
次
、
．

橋
口
確
、
三
栄
林
業
K
K
細
島
支
店
、

彩
電
社
、
法
務
局
日
向
出
張
所
、
永
友

利
雄
、
日
本
畜
産
食
品
K
K
、
三
輪
孝

夫
、
重
黒
木
自
動
車
修
理
工
場
甲
斐
、

日
産
建
設
宮
崎
出
張
所
、
菅
原
商
会
宮

崎
出
張
所
、
ス
ズ
キ
事
務
機
、
宮
原
時

計
店
、
立
校
正
正
会
、
鴻
池
組
九
州
支

店
、
日
向
地
区
職
業
訓
練
会
、
柳
川
礼

一、

Z
ン
タ
ー
電
気
日
砲
支
店
、
高
松

め
ロ
な
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ヤ
こ
．
．
、

イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乳

、

、

　
　
第
一
区
域
、
高
松
第
二
区
長
、
落
鹿
区

　
　
長
、
榎
並
宗
太
郎
、
川
島
商
会
K
K
、

　
　
宮
崎
相
互
銀
行
、
東
京
都
申
庭
測
量
K

　
　
K
申
庭
四
郎
、
高
本
萩
野
、
児
玉
木
工

　
　
所
、
千
代
反
田
沼
、
山
幸
産
業
K
K
山

　
　
本
態
彦
、
水
野
組
南
九
州
支
店
長
中
村

　
　
勝
太
郎
、
重
盛
俊
治
、
仙
波
建
設
、
宮

　
　
崎
放
送
、
東
臼
杵
郡
畜
連
、
多
田
工
務

　
　
店
宮
崎
支
店
、
伊
藤
博
文
堂
、
青
木
マ

　
　
サ
、
池
辺
実
雄
、
宮
崎
い
す
ず
自
動
車
・

　
　
販
売
K
K
、
日
本
電
設
工
事
、
西
松
建

　
　
設
富
高
出
張
所
、
福
田
竜
田
、
美
々
津

　
　
農
業
協
同
組
合
、
丸
山
牛
乳
、
日
本
キ

　
　
リ
ス
ト
富
高
教
会
、
宮
の
鉱
区
、
兵
頭

　
　
家
具
製
作
所
（
宮
崎
）
旭
断
熱
K
K
、

　
　
旭
浴
場
、
第
一
産
業
K
K
、
前
県
議
団

　
　
春
秋
会
、
ラ
イ
オ
ン
堂
、
上
日
向
タ
ク

　
　
シ
ー
、
甲
斐
新
三
郎
、
渋
谷
作
市
、
宮

　
　
崎
家
具
卸
協
同
組
合
、
馬
場
義
太
郎
、

　
　
富
島
農
業
協
同
組
合
、
岩
脇
農
業
協
同

　
　
組
合
、
日
向
市
商
工
会
議
所
、
宮
崎
リ

　
　
ユ
ー
株
式
会
社
、
日
大
食
品
株
式
会

　
　
社
、
東
郷
小
学
校
児
童
職
員
一
同
、
仲

　
　
摩
商
事
、
安
藤
印
刷
所
、
熊
本
フ
ト
ン

　
　
店
、
日
向
キ
リ
ス
ト
教
デ
ル
ク
セ
ン
夫

　
　
人
、
首
藤
商
会
、
日
知
屋
小
学
校
児
童

　
　
会
、
ア
ズ
マ
や
日
向
店
、
西
日
本
新
聞

　
　
販
売
店
、
日
向
キ
リ
ス
ト
教
婦
人
会
、

　
　
片
岡
紙
店
、
日
赤
延
岡
地
区
、
岩
井
ク

　
　
ミ
子
、
日
両
市
生
協
、
三
笠
旅
館
、
毎

　
　
日
新
聞
販
売
店
、
勉
強
堂
、
え
び
は
ら

　
　
商
会
、
内
山
家
具
店
、
柳
川
礼
一
、
横

　
b
田
シ
ゲ
ノ
、
高
本
ハ
ギ
ノ
、
御
手
洗
氷

　
　
店
、
延
岡
ス
ー
パ
ー
日
向
支
店
、
岩
井

　
　
商
会
、
愛
甲
う
な
ぎ
屋
、
木
村
一
雄
、

　
　
吉
田
文
具
店
、
日
商
電
機
商
会
、
高
橋

　
　
ス
ミ
子
、
夕
刊
ポ
ケ
ッ
ト
新
聞
社
取
扱

　
　
メ
ロ
ナ
イ
ト
キ
リ
ス
ト
教
会
、
市
内
教

　
　
職
員
組
合
婦
人
部
、
キ
リ
ス
ト
教
団
富

　
　
高
教
会
、
黒
木
年
枝
、
カ
ト
リ
ッ
ク
幼

　
　
稚
園
一
同
、
メ
ロ
ナ
イ
ト
教
会
婦
人
部

　
　
松
葉
小
学
校
長
長
渡
虎
雄
、
日
赤
宮
崎

　
　
県
支
部
、
富
田
次
雄
、
F
エ
デ
ィ
カ
i

　
　
円
川
塵
頂
福
祉
協
議
会
（
以
上
一
月

㌧
し
　
㍑

　
－
・
　
一
r

戸

冨

　
　
4
　
｛
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
ぐ

夢
　
く
嘘

・【

E
》
。
・

三
十
一
日
ま
で
に
受
け
つ
廿
た
分
）

’

い
ま
耀
け
つ
け
て
い
ま
す

　
　
自
作
農
維
持
創
設
資
金

　
市
農
業
委
員
会
事
務
局
で
は
、
三
十

八
年
度
の
自
作
農
維
持
創
設
資
金
の
借

入
申
し
込
み
を
一
日
か
ら
受
け
つ
け
て

い
ま
す
。
期
限
は
二
月
末
日
ま
で
で
す

　
金
利
は
年
五
分
で
最
高
四
〇
万
円
ま

で
お
か
ル
し
ま
す
。
償
還
方
法
は
三
年

す
え
お
き
の
二
〇
年
償
還
で
す
。

ご
希
望
の
方
は
早
目
に
農
業
委
員
会
事

務
局
の
方
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
地
方
選
挙
早
わ
か
り
」

　
　
選
管
事
務
局
で
あ
っ
せ
ん

　
日
向
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
で

は
来
る
四
月
の
統
一
地
方
選
挙
を
ひ
か

え
、
選
挙
運
動
に
た
ず
さ
わ
る
人
々
の

手
引
き
と
し
て
、
い
ま
わ
か
り
や
す
い

解
説
書
「
地
方
選
挙
は
や
わ
か
り
」
を

あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
。

購
入
ご
希
望
の
方
は
早
目
に
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
の
方
へ
お
申
し
こ
み
く

だ
さ
い
。
ね
だ
ん
は
一
部
二
百
円
で
す

「
無
料
心
配
ご
と
相
談
所
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
を
開
い
て
い
ま
す

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
毎
週
火

曜
と
金
曜
の
両
日
、
す
べ
て
の
心
配
ご

と
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
る
「
無
料
心

配
ご
と
相
談
所
」
を
開
い
て
い
ま
す
。

　
生
活
苦
の
問
題
、
家
庭
問
題
、
土
地

聞
違
、
そ
の
他
窪
ん
で
も
相
談
に
応
じ

ま
す
。
相
談
員
に
は
各
界
の
専
門
家
に

。
な
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
ど
し

ど
し
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
手
続
な
ど
一
切
不
要
で
す
。
相
談
所

を
開
い
て
い
る
場
所
は
社
会
福
祉
協
議

会
事
務
局
（
福
祉
事
務
所
内
V
で
す
。

一
一
’
、

、

畳

試

夢‘｛

藩ゑ

織留凝
、

ぜ

聡鷺蝋雛
ミ
　
ニ置

碍
．ぜジ研

‘」丁灘一塁署『ゴ弓噸
．
ゆ響三三肥1懸群饗響

　7広報ひゆう郵

’

’

暉
搬
恨
事
2
百
5
0
方
2
千
円

特
励
会
計
千
百
2
万
2
千
円

、
堰
月
定
例
市
議
会
に
、
昭
和
5
6
年
度

臼
向
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
篤
、
特

別
会
計
上
水
道
事
業
歳
入
歳
出
決
算
、

特
別
会
計
土
地
区
画
整
理
事
業
歳
入
歳

出
決
算
な
ど
装
具
が
上
程
さ
れ
葦
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
ん
ど
の
議
会
に
上
程
さ
れ
た
決
算

書
を
み
て
み
ま
す
と
、
茄
年
度
の
一
般

会
計
、
特
別
会
計
の
最
終
予
算
総
額
は

一
般
会
計
1
1
4
億
3
千
3
百
4
7
万
4
千

　
8
百
9
5
円
。

特
別
会
計
1
1
1
億
2
千
2
百
豹
万
8
千

　
5
百
箔
円
と
な
り
、
一
般
会
計
、
特

別
会
計
の
合
計
は
5
億
5
千
5
百
8
7
万

3
千
4
百
1
8
円
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
こ
れ
を
前
年
度
（
昭
茄
年
度
）

の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
合
計
総
予

算
額
と
比
較
し
て
み
ま
す
と
、
1
億
7

千
6
百
刀
万
千
銘
円
の
増
加
と
な
り
、

4
、
6
6
％
の
伸
び
を
し
め
し
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
茄
年
度
は
再
建
団
体
を
返
上
し
て
か

ら
よ
う
や
く
一
年
目
、
そ
し
て
こ
う
し

た
苦
し
い
財
政
事
情
の
中
で
、
工
場
誘

致
と
い
う
大
き
な
問
題
を
か
か
え
な
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

ら
も
そ
の
予
算
規
模
は
年
々
伸
び
て
き

て
い
ま
す
。

　
で
は
、
こ
の
5
億
5
千
円
と
い
う
よ

う
な
、
大
き
な
予
算
が
日
向
市
民
の
福

祉
の
た
め
に
、
ま
た
住
み
よ
い
日
向
市

建
設
の
た
め
に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た

か
、
昭
和
茄
年
度
の
決
算
書
の
中
か
ら

順
を
お
っ
て
概
略
を
お
知
ら
せ
し
ま
し

よ
う
。

△
一
般
会
計

　
昭
和
酪
年
度
日
向
市
一
般
会
計
の
歳
・

入
決
算
額
は
、
3
億
9
千
百
1
9
万
6
千

●

ズ
｝
　
、

の
黒
字
決
算

14

~
、
歳
出
決
算
額
は
3
億
8
千
8
百

θ
万
3
千
7
百
％
円
、
差
引
き
は
2
百

50

怩
Q
千
2
百
駒
円
の
黒
字
に
な
」
っ
て

い
ま
す
。

△
特
別
会
計

’昭和36年度一般会計決算状況

．
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桝
・
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隣
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、
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日
向
市
上
水
遣
特
別
会
計
、
土
麺
区

画
整
理
事
業
特
別
会
計
な
ど
特
別
会
計

簿
醗
離
離
避
鶴
翼
騙

1
億
1
千
2
百
妬
万
3
千
4
百
1
3
円
で

差
引
き
1
千
百
2
万
2
千
百
乃
円
黒
字

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
で
す
か
ら
一
般
会
計
、
特
別
会
計
を

あ
わ
せ
ま
す
と
1
千
3
百
駿
万
4
千
4

百
引
円
の
健
全
な
黒
字
決
算
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
．

　
な
お
款
別
、
会
計
別
の
決
算
は
次
の

表
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金

歳入決算額　391．i96．014円一歳出決算額　588．695．756円＝決算剰余金2．502。258円

昭和36年度特別会計決算状況
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3
・
　
農
業
構
造
改
善
の
ひ
と
つ

三
民
毬
麟
膣
諾

熱
難
籔
鰻
簗

謙
欝
灘

葡
0

葡
5
9
訓
　
5
9
8
0
如

撚
輔
鮒
乃
品
絡
卿

5
覇
0
2
駒
6
1
辺
　
差
0
6

”
秘
脳
　
2
4
1
1
騒
　
鯉
鰯

　
■
0
」
4

鰯
面
輯

憾
箆
鷺
晒
”
晒
椛
螂

豹
1
7
4
4
1
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B。”

5
勿

畿灘悪

翻灘

㎜
㎜
路
謝
伽
㎜
o
o
o
o
㎜
㎜
o
o

　
　
卿
魏
宏
5
9
5
鴨
㎜

　
　
5
Z
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Z
」

　
　
王
業特
騒
乱
ザ
霧

　　

@　

@　

潤
@
　
　
＼

三
六
　
　
　
美
退
国
遠
　
　
　
　
合’

㍉

、

蔦

る
よ
う
こ
こ
に
そ
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
，

△
対
象
事
業
H
④
か
ん
が
い
排
水
施
設

　
（
溜
池
、
機
械
用
排
水
、
水
路
、
畑

　
地
か
ん
が
い
）
　
＠
耕
地
整
備
（
区

　
画
整
理
、
暗
渠
排
水
、
客
土
、
農
道

　
床
締
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
畦
畔
）
　
◎

　
農
地
造
成
（
開
田
、
開
畑
）
な
ど
。

△
条
件
闘
年
利
3
、
5
分
、
3
年
す
え

　
お
き
の
1
5
ケ
年
償
還
。

　
市
役
所
で
設
計
書
の
作
成
、
融
資
手

　
続
な
ど
事
務
の
指
導
も
行
な
い
ま
す

の
で
ご
希
望
の
方
は
農
林
課
へ
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。
市
内
で
す
で
に
こ
の
資

金
を
利
用
し
て
区
画
整
理
な
ど
し
た
地

区
は
、
赤
岩
の
区
画
整
理
事
業
、
庄
手

の
区
画
整
理
事
業
、
財
光
寺
の
客
土
事

業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
な
お
く
わ
し
い

こ
と
は
市
農
林
課
耕
地
係
へ
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

お
金
を
か
し
ま
す

低
所
得
者
へ
た
す
け
合
い
資
金

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
日
向
市
た

す
け
あ
い
資
金
と
し
て
、
い
ま
低
所
得

者
に
お
金
を
貸
付
け
て
い
ま
す
。

地
区
担
当
の
民
生
委
員
に
申
し
で
れ
ば

手
続
き
を
し
て
く
れ
ま
す
。
最
高
三
千

円
で
無
利
子
で
す
。
貸
付
期
間
は
三
カ

月
、
償
還
は
月
賦
で
も
一
括
出
馬
で
も

結
構
で
す
。

　
　
広
報
係
か
ら

　
　
「
広
報
ひ
ゆ
う
が
」
の
新
年
号
は
、

　
火
災
の
た
め
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

　
せ
ん
で
し
た
。
今
号
を
現
在
の
4
ペ
ー

　
ジ
を
特
別
に
8
ペ
ー
ジ
に
増
頁
し
て
、

　
新
年
号
に
掲
載
す
る
予
定
で
あ
っ
た

　
「
1
2
月
定
例
市
議
会
報
告
」
　
「
酪
年
度

　
の
決
算
報
告
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
2
ペ
ー

　
ジ
、
7
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
“
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
よ
ろ
し
く
ご
諒
景
願
い
ま
す
。

　
　
『
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
h

し
　
　
　
　
　
臨

隼

し



　
『
．
♂
ユ

降
・
・
．
‘肇
饗
薮

琴鰐騨騨聯功罪ll㌘、奪1回覧欝三婆
謬
．γ

糞
サ

“．

D
4

髪
￥

論
、

嬉

壱

．
・
〉
髭
ゼ
∵

「

「
　
－
「

　
」
，

臨
工
第
二
区

あ
け
ぼ
の
橋

、

’
　
・

は
な
や
か
に
完
工
式

　
鉄
県
社
建
設
用
地
の
細
島
臨
海
工
業

地
区
第
二
区
と
、
付
堕
の
臨
海
道
路
、

あ
け
ぼ
の
橋
の
完
工
式
は
、
さ
る
二
十

二
日
は
な
や
か
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
完
工
式
は
黒
木
県
知
事
、
藤
井
日
向

市
長
、
折
小
野
延
岡
市
長
、
佐
野
精
之

西
鉄
興
社
常
務
取
締
役
な
ど
関
係
者
二

百
人
の
ほ
か
に
、
建
設
、
通
産
、
運
輸

な
ど
各
省
の
来
賓
多
数
が
出
席
し
て
開

か
れ
、
神
事
の
の
ち
午
後
一
時
か
ら
黒

．
木
知
事
と
藤
井
市
長
が
紅
白
の
テ
ー
プ
■

に
ハ
サ
ミ
を
入
れ
、
梶
木
農
業
西
田
市

蔵
さ
ん
の
一
家
三
代
夫
婦
を
先
頭
に
渡

r

り
ぞ
め
を
行
な
い
完
成
を
祝
い
ま
し
た

　
あ
け
ぼ
の
橋
ば
長
さ
六
十
九
・
一
妨

幅
八
層
（
工
費
は
臨
港
道
路
も
含
め
て
・

五
千
五
百
万
円
）
、
臨
海
工
業
地
帯
第

二
区
は
、
こ
ん
ど
完
成
し
た
十
三
万
二

千
平
方
諸
（
工
費
三
億
五
千
万
円
）
を

合
わ
せ
て
二
十
九
万
四
千
四
七
二
平
方

μ
川
に
な
り
、
三
月
か
ら
の
詩
興
社
建
設

を
待
つ
ば
か
り
に
な
り
ま
し
た
。
・

　
（
写
真
は
西
田
さ
ん
三
代
夫
婦
を
先

　
頭
に
あ
け
ぼ
の
橋
の
渡
り
ぞ
め
と
テ

ー
プ
に
ハ
サ
ミ
を
入
れ
る
藤
井
市
長
）

騨
三
ぎ
一
ξ
三
言
一
三
三
ξ
ξ
一
三
＝
一
…
三
三
言
三
一
三
｝
■
一
三
言
三
＝
三
一
・
三
一
｝
二
三
一
一
三
ξ
三
一
，
一
三
一
三
曹
三
二
言
三
一
三
三
一
三
三
三
一
三
一
．
一
三
一
二
三
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
荘
蕉

へ
　
コ
　
ご、
死
∵
　
　
　
ら
．

　
　
　
「
．
♂
．
．
5
∴
毎
∵
駄
叡
乳
毒
ウ
窒
・
の

　
商
工
業
者
の
皆
さ
ん
へ

　
官
崎
県
火
災
共
済
組
合
は
、
昭
和
訓

年
1
2
月
に
大
蔵
省
、
通
産
省
の
認
可
を

受
け
て
か
ら
順
調
な
歩
み
を
つ
づ
け
、

昨
年
1
0
月
末
で
契
約
高
が
1
6
億
7
千
万

円
を
突
破
し
ま
し
た
。
こ
と
し
は
さ
ら

に
勿
億
円
の
契
約
を
目
標
に
、
い
ま
契

約
目
標
達
成
特
別
運
動
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
組
合
は
、
み
な
さ
ん
も
ご

存
知
の
よ
う
に
中
小
商
工
業
者
の
相
互

扶
助
、
福
利
増
進
を
は
か
る
侶
的
で
で

き
た
も
の
で
、
組
合
員
が
火
災
に
あ
づ

た
と
き
保
険
金
を
支
払
う
よ
う
に
な
つ
．

て
お
り
、
中
小
商
工
業
者
な
ら
ど
な
た

で
も
加
入
で
き
ま
す
。

　
共
済
金
（
保
険
金
）
の
契
約
は
1
0
万

円
か
ら
百
駒
万
円
ま
で
い
ろ
い
ろ
あ
り

動
産
、
不
動
産
に
対
し
て
契
約
で
き
ま

す
。
な
お
保
険
金
1
0
万
円
に
対
し
て
の

一
ケ
年
間
の
掛
金
は
次
の
と
お
り
で
す
・

　
一
般
物
件
1
1
四
二
〇
円
（
保
険
会
社

　
　
　
　
　
の

五
〇
〇
円
）
．

　
住
宅
物
件
一
－
三
〇
〇
円
（
保
険
会
社

三
五
〇
円
）
そ
の
装
い
ろ
い
ろ
有
利
な

点
が
あ
り
ま
す
の
で
隔
汰
か
に
利
用
さ

れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

－
な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
県
火
災
共
済

組
合
（
宮
崎
局
7
5
7
2
）
ま
で
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

税
務
課
だ
よ
り

び
．
」
．

　
　
三
月
は
所
得
税
、
事
業
税
、
市
県
民

　
税
の
申
告
の
月
で
す
。

　
　
所
得
税
の
確
定
申
告
は
三
月
十
五
日

　
限
り
、
事
業
税
や
市
県
民
税
は
三
且
二

　
十
日
ま
で
に
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
所
得
税
申

　
告
の
場
所
や
日
時
は
お
っ
て
掲
示
や
広

　
報
車
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
が
、
こ

　
と
し
か
ら
納
税
者
に
無
駄
足
さ
せ
な
い
．
‘

　
た
め
に
、
確
定
申
告
の
場
所
に
県
、
市

　
黒
具
が
出
向
き
、
そ
の
場
で
事
業
税
や

　
市
県
民
税
の
申
告
書
を
受
け
つ
け
る
こ

　
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
　
〆

　
　
税
の
か
か
ら
な
い
事
業
税
申
告
者
の

　
た
め
に
三
月
十
一
日
章
総
合
事
務
所
会

　
議
室
、
．
三
月
十
二
日
美
々
津
支
所
で
申

　
告
書
を
受
け
つ
け
る
ほ
か
、
市
職
員
も

　．

f
正
し
て
市
県
民
税
の
申
告
書
を
受
け

‘
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔
■
　
　
　
　
　
　
　
　
．
、

・
．
起
怠
・
．
’
．
こ
，
．

Y

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
欧
噸

つ
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
．
蒔
問
は

午
前
十
時
か
ら
四
時
ま
で
）
。

　
所
得
税
も
事
業
税
も
か
か
ら
な
い
人

は
、
昨
年
同
様
市
税
務
課
職
員
が
日
割

を
き
め
、
各
地
区
を
巡
回
し
て
市
県
民
．

税
の
申
告
書
の
書
き
方
な
ど
ご
指
導
い

た
し
ま
す
か
ら
、
そ
の
日
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。◇

◇
◇
◇
◇
◆
◇

国
民
年
金
あ
れ
こ
れ

　
◇
…
福
祉
年
金
を

　
　
　
　
受
け
て
い
る
人
へ
…
◇

O
未
支
給
年
金
の
請
求
時
効

　
老
令
年
金
等
福
祉
年
金
を
も
ら
っ
て

い
る
人
が
死
亡
さ
れ
た
場
合
は
、
死
亡

後
で
も
未
支
給
年
金
が
請
求
で
き
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
届
出
が
お
そ

く
な
り
ま
す
と
六
ケ
月
で
時
効
と
な
り

も
ら
え
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

◎
公
的
年
金
と
の
併
合

　
昭
和
5
7
年
相
月
1
日
か
ら
法
の
改
正
・

で
公
的
年
金
ど
福
祉
年
金
は
と
も
に
も

ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

恩
給
は
二
万
四
干
冊
ま
で
の
人

扶
助
料
は
七
万
円
ま
で
の
人
で
戦
争
公

務
に
よ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
…
成
人
譲
れ
た
方
は

　
　
　
国
民
年
金
加
入
該
当
者
…
◇

　
国
民
年
金
法
第
七
条
で
満
二
十
才
と

な
っ
た
日
か
ら
被
保
険
者
と
す
る
。
と

規
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
と
し
成
人

さ
れ
た
方
は
全
部
該
当
し
ま
す
の
で
、

早
目
に
市
民
課
年
金
係
へ
届
け
で
て
く

だ
さ
い
。
な
お
高
校
、
大
学
（
た
だ
し

夜
目
部
は
除
く
）
在
学
者
、
動
め
て
い

・
る
人
で
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入

し
て
い
る
人
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
．
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

国
葉
隠
ま
で
ど
う
ぞ
。

海
獣
、
滋
、
、
．
噴

調
勲
㌔

　
　
　
そ
の
名
は
ラ
ン
ド
レ
ー
ス

　
　
こ
の
ほ
ど
．
、

　
「
畜
産
セ
ン

タ
：
」
に
川

南
種
畜
場
か

ら
英
国
系
ラ

　
ン
ド
レ
ー
ス

・
種
雄
豚
を
導

入
し
ま
し
た
。

　
　
て
の
豚
は

昨
年
県
が
英

国
、
ス
エ
ー

．
デ
ン
等
の
原

産
地
か
ら
導

入
し
、
川
南

種
畜
場
で
育

成
さ
れ
た
優
秀
種
豚
で
す
。

　
こ
の
豚
の
配
合
目
的
は
、
い
ま
評
判
、

の
発
育
が
早
く
、
肉
質
の
良
い
一
代
雑

豚
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
み
な
さ
ん
の
ご
希
望
に
よ
り
、
い
つ

で
も
人
口
受
精
を
行
な
い
ま
す
が
、
ヨ

ー
ク
シ
ャ
ー
種
バ
臥
ク
シ
や
種
の
登
録

豚
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
原
則
と
し
て
農
協
預
託
豚
を
対

象
に
行
な
い
ま
す
が
、
そ
の
他
の
豚
に

つ
い
て
も
特
別
な
場
合
は
人
口
受
精
を

行
な
い
ま
す
。

　
申
込
み
は
電
話
（
畜
産
セ
ン
タ
ー
4

0
7
6
番
）
で
結
構
で
す
が
、
大
体
の

発
情
日
時
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
仔
豚
が
生
ま
れ
て
か
ら
の
飼
育

管
理
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
係
員
が

指
導
い
た
し
ま
す
。

霧
　
勿
　
今
　
◎
　
命

仔
牛
．
、
せ
り
市

　
東
目
杵
郡
南
部
一
市
一
町
五
村
の
春

の
仔
牛
せ
り
市
は
、
こ
ん
ど
新
装
さ
れ

・
た
財
光
寺
家
畜
市
場
で
約
五
百
頭
が
参

加
し
て
十
七
日
十
八
日
に
開
か
れ
ま
す

〆
幾
・

　
　
　
　
　
　
ノ
．
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